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ご紹介 
 

2020年にむけた"わくわくドキドキ"の 
国民参加型３Ｒイベント 
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日本環境設計株式会社 会社概要 
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本店所在地 東京都千代田区霞が関三丁目７－１ 霞ヶ関東急ビル 

工場所在地 愛媛県今治市（第一工場／第二工場） 

設立 2007年1月 

資本金 14億9200万円（資本準備金含む） 

事業内容 
リサイクルインフラの構築、運営を行い、消費者の「環境貢献した
い」気持ちを実現します 

資源循環社会をつくるためには技術だけではなく、誰にでもわかりやすく参加しやすいしく

みが必要です。 

私は、人々の「生活動線」をそのまま「環境動線」にすることでそれを実現出ると考えます。

スーパーに買い物に行く、学校に行く、病院に行くという生活動線上に使用済み製品の回収

拠点を置き、そのまま資源循環を実現する環境動線として機能させる。普段の生活に資源循

環を組み込むのです。そういうしくみにしないと、人は面倒くさくなってしまい長続きしな

いと思います。 

私たちは、この環境動線として、既に衣服リサイクルの「FUKU-FUKUプロジェクト」やプ

ラスチック製品リサイクルの「PLA-PLUSプロジェクト」を実施。市場を握る大企業をコー

ディネートし、国も巻き込み業界を超えて資源循環させる社会実験を成功させています。 

ぜひ、この環境動線づくりにご参加下さい。 

代表取締役社長 岩元 美智彦 
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地球再生のトライアングル 

③ 

① ② 
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2015年10月21日 
バック・トゥ・ザ・フューチャーの未来を現実にした！ 

回収品を燃料に 

リサイクルする 

消費者の衣料品などを、参加企業店頭での
リサイクルイベントなどで回収しました。 

 

2015.10.21 2015.10 2015.9～ 

作中の「ごみを燃料にして、デロリアンを走らせ
るシーン」を本物のデロリアンを使って実演した 

エタノールを生産 
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わくわくドキドキの「ごみで動くデロリアン」を 
実現するために多くの消費者が回収イベントに参加しました 
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日本環境設計のリサイクルコンセプト 

市民参加型の 

わくわくドキドキ 
のリサイクル 
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参加企業は150企業・団体以上！※FUKU-FUKU,PLA-PLUSプロジェクト参加企業合計 

消費者参加型のリサイクルインフラ、サプライチェーンを実証するPLA-PLUSプロジェクトでは、 
既に130の企業・団体(平成26年度)が参加し、多くの消費者も参加しています。 
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※第5回PLA-PLUSプロジェクト参加企業（2016年1月25日時点） 
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みんなでつくる〇〇（みんなシリーズ） 

消費者 

回収拠点 
約１５０社 

新技術 
プラント連携 

再生素材 

メーカー 

FUKU-FUKU  PLA-PLUS 
イオン、セブン、ユニー、無印良品 

自社、他社（新日鉄住金、三菱マテ
リアル、三井金属、その他） 

エタノール、ポリエステル、PS、
ABS、カーボン、金・銀・銅 他 

衣類（スポーツユニフォーム、学生
服、作業服、帽子）カーテン、テン
ト、おもちゃ、文具、雑貨、その他 
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リサイクルで国民みんなで参加型の 

オリンピック・パラリンピックをつくろう！ 
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例：みんなが使わなくなった電子廃棄物、スマホ・ケータイが、メダルになる 

例：みんなが使わなくなった洋服が、聖火になる 例：みんなが使わなくなったＰＥＴボトルやユニフォームが、 
選手団やスタッフの制服、ユニフォームになる 

回収・リサイクルに参
加することで、選手だ
けで無く国民みんなが
具体的に参加できるパ
ラリンピック・オリン
ピックになる！ 

パラリンピック・オリン
ピックが、リサイクルに
よって、より身近になる！ 

リサイクルによってみんなが参加して、 
みんなでつくるパラリンピック・オリンピックを実現する！ 
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みんなが参加して、みんなでつくるパラリンピック・オリンピックを 

実現する回収のしくみと技術 
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プロセス２ 

熱分解 

プロセス１ プラスチックを重油へリサイクル 

再生油 

プロセス２ 金属部分から有用金属類をリサイクル 

みんなの携帯電話をリサイクルしてできた金銀銅でメダルをつくる 

みんなが使わなくなった電子機器、 
スマホ・ケータイが、メダルになる 

日本環境設計は2010年から年間300万～400万台（＝300

万～400万人）の携帯電話をリサイクルしています。この

量は、日本で年間にリサイクルされるスマホ・ケータイ電

話の約半分になります。 

使用済み 
携帯電話 

廃電子機器など 

http://sankei.jp.msn.com/photos/economy/business/100131/biz1001310701000-p2.htm
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約2400箇所の回収拠点 

回収拠点は日本全国のケータイショップなど約2400ヶ所あり、 

日々、消費者が使わなくなった携帯電話を持ち込み、資源に生まれ変わっています。 
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みんなが参加して、みんなでつくるパラリンピック・オリンピックを 

実現するしくみと技術 
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みんなが使わなくなった洋服が、 
聖火になる 

あなたの服を地球の福に。日本環境設計が運営するFUKU-FUKU

プロジェクトでは、消費者が参加企業の店頭に持ち込んだ繊維・

衣料製品を回収しリサイクルし、燃料になるバイオエタノールな

どを生産しています 
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2015年9月～10月に行われたFUKU-FUKU×バック・トゥ・ザ・フューチャーGo!デロリアンプロジェクトで

は、43企業、1450ヶ所の回収拠点に消費者が衣料品を持ち込みました。 

参加企業 43 回収拠点 約1450箇所 
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みんなが参加して、みんなでつくるパラリンピック・オリンピックを 

実現するしくみと技術 
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みんなが使わなくなったＰＥＴボトル
やユニフォームが、選手団やスタッフ
の制服、ユニフォームになる 

日本環境設計のポリエステルリサイクル技術では、 

PETボトルやユニフォームが、選手団やスタッフみんなで

使うユニフォームに生まれ変わります。 

店頭回収 再生 

紡糸 

製造 店頭販売 

消費者 

店頭で回収された衣料品やその他の小売

り事業者や自治体で回収された衣料品を

弊社工場で再生し、石油由来のポリエス

テルと同等のポリエステル樹脂を生産し

ます。また、その他のポリエステル製品

も併せて再生します。 

生産された再生ポリエステル樹脂を任意

の紡糸事業者に販売し任意の生地を生産

します。 

当該生地で製造された製品は「石油を使

用しない服」として使用されます。 
90％以上のポリエステル再生率 

PETはポリエステルの一種です 

PET 

ポリエステル 

PTT 

PEN PBT 

その他 

※工場建設中 
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× 

これからの衣料品 

「石油を使用しない服」へ 

使い終わった服を 

リサイクル 
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回収のしくみ（回収拠点などの担保） 

と 

リサイクル技術 
が必要 
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（消費者の手元に戻る製品原料まで 

 循環できる高度なリサイクル技術） 



日本環境設計株式会社 JEPLAN, INC. 

ご清聴 

ありがとうございました。 


